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県
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

初
め
て
議
事
堂
以
外
の
場
所
に
お
い
て
文
教
警

察
委
員
会（
村
上
典
男
委
員
長
）お
よ
び
保
健
福

祉
委
員
会（
石
井
邦
一
委
員
長
）を
開
催
し
ま
し

た
。

　

両
委
員
会
と
も
、
地
元
の
高
校
生
を
は
じ
め

多
く
の
傍
聴
者
が
訪
れ
、
身
近
な
教
育
問
題
や

少
子
化
対
策
に
係
る
審
査
の
様
子
を
熱
心
に
傍

聴
し
ま
し
た
。

【
文
教
警
察
委
員
会
の
開
催
結
果
】

○
日　

時　

十
月
二
十
七
日

○
場　

所　

久
慈
川
日
立
南
交
流
セ
ン
タ
ー

○
テ
ー
マ　
「
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
・
自
立
性

の
育
成
」

・
就
学
前
教
育
の
充
実

・
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上

・
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の
充
実

【
保
健
福
祉
委
員
会
の
開
催
結
果
】

○
日　

時　

十
一
月
十
六
日

○
場　

所　

土
浦
合
同
庁
舎

○
テ
ー
マ　
「
少
子
化
対
策
の
充
実
～
子
ど
も
か 

ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
目
指
し
て
～
」

・
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
の

　

な
い
支
援

・
援
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
達
へ
の
支
援

・
高
齢
者
の
活
躍
促
進

出
前
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

横
山
忠
市
委
員
（
自
民
）　

茨
城
県
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
、

一
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
進
捗

状
況
な
ど
を
ど
う
評
価
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
戦
略
を
実
行
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

四
つ
の
基
本
目
標
の
十
一
の
指
標
の

数
値
目
標
の
う
ち
九
指
標
で
お
お
む
ね
期
待

し
た
成
果
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
初
年
度
の
評

価
と
し
て
は
全
体
と
し
て
一
定
の
成
果
が
得

ら
れ
た
。
定
住
人
口
の
確
保
の
た
め
に
は
雇

用
の
場
の
創
出
が
何
よ
り
重
要
で
あ
り
、
今

後
と
も
企
業
誘
致
な
ど
魅
力
あ
る
仕
事
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
市
町
村
は
も
と
よ

り
大
学
な
ど
多
様
な
主
体
と
連
携
・
協
力
し
、

戦
略
に
掲
げ
た
施
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、

本
県
の
地
方
創
生
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
鹿
行
北
部
の
農
業
の
振
興
、
県

道
水
戸
神
栖
線
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

飯
田
智
男
委
員
（
自
県
ク
）　

大
規
模
災
害

の
発
生
時
に
、
県
外
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
く
緊
急
消
防
援
助
隊
航
空
部
隊
の

消
防
・
防
災
ヘ
リ
が
効
率
的
に
運
用
さ
れ
る

よ
う
、
受
援
体
制
や
燃
料
供
給
体
制
な
ど
の

整
備
強
化
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

生
活
環
境
部
長　

燃
料
供
給
拠
点
の
複
数
設

置
や
、
効
率
的
な
燃
料
補
給
体
制
の
整
備
な

ど
を
「
緊
急
消
防
援
助
隊
航
空
部
隊
受
援
計

画
」
に
反
映
さ
せ
、
受
援
体
制
の
強
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
救
助
活
動
な
ど

に
支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
消
防
・

防
災
ヘ
リ
の
効
率
的
運
用
に
資
す
る
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
高
次
脳
機
能
障
害
者
へ
の
支
援
、

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
な
ど
も
質

問
）

二
川
英
俊
委
員
（
民
進
）　

市
町
村
庁
舎
な

ど
災
害
発
生
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
施
設
に

つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
を
含
む
非
常

用
電
源
の
設
置
や
設
備
の
耐
震
対
策
な
ど
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
電
源
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

非
常
用
電
源
に
つ
い
て
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
庁
舎
で
は
、
県

内
四
十
四
市
町
村
の
う
ち
八
市
町
で
未
整
備

で
あ
り
、
整
備
済
み
の
三
十
六
市
町
村
の
中

で
も
七
市
町
で
は
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。
県
で
は
、
こ
れ
ら
市
町
を
訪
問

し
て
早
期
の
整
備
を
働
き
掛
け
る
と
と
も
に
、

停
電
の
長
期
化
に
備
え
、
非
常
用
電
源
を
七

十
二
時
間
以
上
使
用
可
能
と
す
る
よ
う
燃
料

の
備
蓄
な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
平
成
二
十
九
年
度
の
予
算
編
成

方
針
と
財
源
確
保
な
ど
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
（
共
産
）　

租
税
債
権
管

理
機
構
の
在
り
方
を
問
題
に
し
て
き
た
が
、

知
事
は
、
「
別
組
織
で
あ
り
、
県
が
関
与
す

る
立
場
に
な
い
」
と
繰
り
返
し
て
い
る
。
し

か
し
、
機
構
に
は
県
職
員
や
Ｏ
Ｂ
が
派
遣
さ

れ
、
県
か
ら
の
財
政
支
援
が
あ
り
、
県
合
同

庁
舎
内
に
無
償
で
事
務
所
を
置
い
て
い
る
。

県
の
関
与
を
認
め
、
機
構
を
廃
止
し
徴
収
事

案
を
市
町
村
に
戻
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

知
事　

市
町
村
税
の
滞
納
整
理
と
い
う
性
格

上
、
県
は
一
部
事
務
組
合
の
構
成
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
機
構
に
対

し
て
、
県
か
ら
法
的
な
立
場
で
指
示
を
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
機
構
で
は
県
の
意
向

を
踏
ま
え
て
適
切
な
活
動
を
展
開
し
滞
納
整

理
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
医
師
確
保
策
、
東
海
第
二
原
発

の
再
稼
働
中
止
な
ど
も
質
問
）

石
塚
仁
太
郎
委
員
（
自
民
）　

一
人
で
も
多

く
の
大
学
新
卒
者
に
、
本
県
を
就
職
先
と
し

て
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む
方
策

は
、
本
県
の
労
働
力
人
口
を
確
保
す
る
上
で

有
効
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

商
工
労
働
観
光
部
長　

学
生
に
県
内
企
業
の

情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、
そ
の
魅
力
を
理

解
し
て
も
ら
う
な
ど
の
取
り
組
み
は
、
本
県

へ
の
人
材
の
還
流
と
定
着
を
図
る
上
で
大
変

有
効
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、
大
学
や
経
済

団
体
な
ど
を
構
成
員
と
す
る
「
大
好
き
い
ば

ら
き
就
職
応
援
く
ら
ぶ
」
や
県
の
就
職
情
報

サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
就
職
関
係
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
の

就
職
に
影
響
が
大
き
い
と
言
わ
れ
る
父
母
向

け
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
学
校
で
の

地
震
対
策
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
（
公
明
）　

「
つ
く
ば
霞
ヶ

浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
県
道

区
間
の
約
八
十
一
㌔
が
開
通
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
今
後
の
拠
点
整
備
の
展
望
は
。

企
画
部
長　

昨
年
十
月
に
策
定
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
自
動
車
か
ら
自
転
車
に

乗
り
換
え
ら
れ
る
施
設
や
、
公
共
交
通
か
ら

自
転
車
に
乗
り
換
え
ら
れ
る
鉄
道
駅
な
ど
の

施
設
を
中
心
に
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
高
い
水
準
の
機
能
を
持
つ
施
設
を

整
備
す
る
ほ
か
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
自
転

車
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て

も
沿
線
市
町
村
や
民
間
事
業
者
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
、
拠
点
施
設
整
備
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
第
十
七
回
世
界
湖
沼
会
議
の
準

備
加
速
、
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
等
調
査
と

指
導
上
の
諸
問
題
な
ど
も
質
問
）

飯
塚
秋
男
委
員
（
自
民
）　

地
下
鉄
八
号
線

に
つ
い
て
、
昨
年
四
月
の
交
通
政
策
審
議
会

の
答
申
で
、
県
内
延
伸
に
関
す
る
記
述
が
初

め
て
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
こ
れ
を
受
け
、
今

後
、
県
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
地
下
鉄
八
号

線
の
県
内
延
伸
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

答
申
に
茨
城
県
に
関
す
る
記
述
が
初

め
て
盛
り
込
ま
れ
、
大
変
喜
ん
で
い
る
。
今

後
、
県
内
延
伸
に
向
け
、
定
住
人
口
や
交
流

人
口
の
拡
大
に
取
り
組
み
、
鉄
道
整
備
が
必

要
と
さ
れ
る
状
況
を
つ
く
っ
て
い
く
。
こ
の

地
域
の
担
う
首
都
圏
の
防
災
機
能
の
あ
り
方

や
野
田
市
ま
で
の
延
伸
の
動
き
を
踏
ま
え
、

五
年
ご
と
の
県
総
合
計
画
改
定
の
際
に
は
、

本
県
の
将
来
像
な
ど
に
も
適
切
に
反
映
さ
せ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
の
将
来
像
と
県
西
地
域
の

振
興
策
、
本
県
の
魅
力
度
向
上
な
ど
も
質

問
）

保健福祉委員会の様子

12月20日に行われた予算特別委員会の様子

文教警察委員会の様子

予 算 特 別 委 員 会

横よ
こ
や
ま山　

　

忠
ち
ゅ
う
い
ち市

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊

（
民　
　

進　
　

党
）

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

（
日
本
共
産
党
）

石い
し
つ
か塚　

仁じ
ん
た
ろ
う

太
郎
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男

（
公　
　

明　
　

党
）

飯い
い
つ
か塚　

　

秋あ
き
お男

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

予 算 特 別 委 員 会


